
耐火造開口部からの類焼について
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はじめに

l棟の建物カ、火災になって.他の建物へ延焼す

ることを類焼と定義し，建物内での火災拡大の延

焼と区別する。類焼の原因としては.火災の接触・

幅射熱・飛火の三要素があり.類焼を受けやすい

部分は，木造外周壁(軒を含む"窓なとの開口部

及び可燃材ぷき屋械である。

ここで.類焼を受ける建築物を l耐火造に限定す

ると.類焼の原因は開口部での火炎の接触及び車品

射熱である。また，最近の7 ンンヨンなどの共同

住宅てーはカーテン及び|草子戸カ、設けられており，

これらの可燃物のため開口部からの類焼危険が更

;こ増すものと考えられる r

そこで.この研究は，耐火造建物の開口部に設

けられているカーテンなと可燃物の延焼におよば

す影響を調べることを目的としている。

加熱t泊料l

----六ご
実験時め1J日熱曲線

x 100'c 

実験項目

耐火造建築物の開口部からの類焼について調べ

るため，次の:足験を行った。

(1) 綱入リガラスと障子J-iの組合わせ

(2) 網入りガラスとカーテンの組合わせ

(3) 綱入りガラスとブライ/ドの組合わせ
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実験方法

耐火iit建築物の開 U部のモテルを作成し

を|功火力試験炉で加熱した。

(1) 開口部モデル

図 lで示すように.アルミサンシの窓枠で 6.8

mrnl享の綱入りカラス(十字クロスワイア)を入れ

た窓を作成し，前 2(1)， (2). (3)で設定した。

それ

3. 

加熱温度曲線図2

(2) 加熱温度

開口部の窓を閉めた状態で，防火力試験炉によ

り.同 2のような温度曲線で加熱した。この温度
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曲線は J1 S焼t6で定める「建築物の不燃;tlYjj主部

分のI:)j火試験 方法」 を)，1;i(fにしたものであるが，

. J ~Iぶには，それより L 厳しい加熱になっている。

加熱に使用した|出火ブJ瓜験炉は縦 1.8m.償1.2

mて燃料として都市ガスを用いている。(写兵 1) 

写真 1 防火力試験炉

~ 3) 計測項目

アーj且rtt

網入力ラスを通過した恥射熱によって.室内

に設けた郎子戸・カーテン放ひフラインドの極

度上昇を調べるため.温度が主主も I'，:，'jくなると思

われる箇所(上から50cm)の表面と以函に各 l

点のtLL度ロhJliJ点を 設けた。 (図 3) 
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図 3 計測点
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イ目 l悩射熱

~iH-戸 ・カーテン及びブライント'めよ UIÎに当

る払i射然及ひそれらを辿過する恥i射熱を訓べる

ため図 3のように 10併|の制射討をAIiiした。

(4) その他

ア 窓ガラスに対する加熱は.放射熱のみと

し.後炎はしていな L、。

イーカーテンの村 t't: 土横糸カ、;J-~リエ ス テル，

縦 糸がレ ヨンでそのかl合は. 56，0%対44

.0%であり.ド)j炎処珂日立施していなし、。

4. 実験結果

(1) 網入りガラスと障子戸の組合わせ

ア 表 lに目枕観i!IIJ，ieHを記す。

表 1 目視量制IJ記録

2分50秒 ガラス中央部に亀裂が入る。

4分 5秒 ガラス全面にわたり亀裂が発

生する。

7分20秒 窓枠とガラスの問に挿入され

ているゴム材(以下.ビードと

いう 。)が発火する。(写真 2) 

障子戸へは燃え移らなし、。

14分15秒 ビードの燃焼煙が多t1に発生

している。|花子紙の変色ヵ、始

まる。

20分 ビ ー トの燃焼燈が~~、。

|原子祇が黒褐色に変色する。

特に， I;ì~:子戸のきんの部分の

変色が著じ るしい。(写真 3) 

間

移る。(写真 4) 

イ. 附子の表誕面における ik~度及ひ悩射熱を

それぞれ図 4.図 5で示す。

(2) 網入りガラスとカーテンの組合わせ

ア 表 2に目視観測記録を記す。

表 2 目視観測記録

2分40秒 ガラス中央部に亀裂が入る。

7分 8秒 ビードが発火する。周辺部の

ビードが熱により融解しカラ

ス日舗にたれる。

9分20秒 ビードの燃焼煙ヵ、主内に充満

する。

カーテンの熱分解カ、始まる。



カーテ/司 1央部が熱収縮をI;fi

める。(写U 5) 

カーテン Jま炭化するが発火は

しなL、。('LJ:ょH)

写真 2 ビードの燃焼

-‘.， 

[mIぜJ
写真 3 峰子戸の状況

イ.カーテン表民地!の出l支及び似射熱をそh

ぞれ図 (j.図 7て示す。

(3) 網 入りカラスとブラインJ-の組合わせ

ア 表 3 に I~ t)L住¥(;1111記録を記す。

( 31 ) 

写真 4 障子紙の炎上
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図4 障子戸の表裏の温度
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図 5 障子戸の表裏面の幅射熱



写真 5 カーテンの勲収縮

写真 6 カーテンの炭化
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図 6 カーテン表裏面の温度

、うj'，

( 32 ) 

Kcal 'm'h 

¥100り

。

恥¥IH'iD，1主1;ウ ーテ /1

d ， 
F 

カ チ ノliij

lリlí 4 .H~

$2.1uo 

力 ーテ ノ j~

10 20 分〕

図 7 カーテン表裏面の輯射熟

表 3 目視観測IJle録

3分15秒 ガラスに亀裂力、入る。

7分24秒 カ'ラス全体に断続的に亀裂カ、

発生する。

ビードが発火する。

13分45秒 ビードの煙力、充満する。

フ'ライントは呉市なし。

20分28秒 ブライントの羽桜lili結用紐カ、

焼-tJlし羽根が|却 し

イ.ブライント表並i面の刺身I熱を図 8に示す。
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図 8 ブラインド表裏面の絹射熱



5. 考 察

(1) ピードの発火について

ビ トの材質はポリ出化ビニールで熱に弱し

約70'Cで軟化しあめ状に流動するが.直ちに固形

化 し熱のため具、煙および有tlLガスな どを発生す

る。ビードに強い躯射熱を与えると発火する。本

実験では.窓枠前面のヒートが燃えただけで梨面

のビード11燃えなか勺たが.外部火災の規模が更

に大きくなり‘強い特射熱を受けると.裏面のヒ

の発火;こよりカ ーテン手への延焼J瓦決カ目 1-汁

あるも のと忠われる町

(2) 障子戸の発火について

実験前の子危!では，1;.';'.:子ドは発火し易いと思っ

ていたが.実際:立予想、よリも然に強いニとが観測

された。 !g/子紙は薄いため熱の透過率が大きく 裏

面からの熱の発散量が多〈蓄熱し維L、。数回行っ

た実験でも紙は褐色に変色するヵ、紙自体かり11発

火することはなく. さんの部分から発火するニと

が確認された。防子紙のみに料射熱を 当てたとこ

ろ.表面ヵ、320"Cて発火したが. j:i~ Tわくをつけ

たときは 270'Cで発火する。

木材の発火温度が 260'Cであり.またきんの音1¥

分から発火したことを考え合わせると.紙自体か

ら発火したというよりも.さんが発火し‘それが

紙に燃え移っていったと与えられる。

(3) カーテンの発火について

実験で使ったカーテン の材質はポリエステルと

レ ヨンの混紡であるが.この場合剥射熱により

寄生分解を起しなカ、ら炭化するだけで発火はしなか

った。別にポリエステル‘アセテート，絹の混紡

であるカーテ〆の実験を行ったが.このときは発

火した。 照射した偏射熱は同じであった。

後者では絹とい う天然、繊維カ、含まれていたが.

それと発火性との関係については，今後の検討課

題であろう。カ テンは類焼に関する大きな要因

であるので.材質による発火性め相異を調べるこ

とは有志二義なことであると思われる。

(4) ブライントの帽射熱遮断効果について

ブライ ン トによる ~i，\q .t熱の~断率は6['るであう

た。これは防屯イニI' • カーテ/の判射銑~断芋がそ

れぞれ71.6%. 82.1%に比べ少いが.ブライン卜

の羽根(アルミニュ ム)からの再悩射によって

j}ff;断4'が小さくなっているのである。

フラインドの後方IOcm(商 さ90cm)での故大判

射強度112700kcal/ m'hであった一木材 、新杉板:

は7000kcal/m'hの幅射強度で [0分間照射したとき

発火するので，本実験での火災規模に対しては十

分，類焼防止効果がある。ただ 1_. 7ラインドヵ、

正常に設前ーされているのは20分位で. その後は.

紐カ、焼け切れ羽栂が開いたり.ブライ ン ド自体が

沼下してしまうので遮断効果は短時間(約20分間)

しか期待できな L、。)

( 33 ) 

6. おわりに

今回の実験から.耐火j主で開口部が綱入リガラ

スの場合でも.外部からの火災に対して内部の可

燃物が鞄射熱により発火することが確認された。

これらのことから，消防隊の対応、としては耐火

造に隣接した火災の場合.この耐火造への??戒筒

先の配備と:割僚の可燃物を早期に除去するもどの

処置が必要である

また.今回は防火力試験炉を用い錨射熱による

類焼について誠|べたものであるが.今後Ij.普通ガ

ラス及び線入力ラスなとのカラス Ji別に.桜炎ま

たは実大火災実験によ 1)、耐火阜開口昔日からのま民

焼機織について研究していきたし、。
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